
















浜松市カーボンニュートラル推進協議会
について
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浜松市カーボンニュートラル推進協議会について
○ 2015年に設立した「浜松市スマートシティ推進協議会」から、地域脱炭素や地
域企業のGXに向けた取組みを強化するため、令和５年８月に「浜松市カーボン
ニュートラル推進協議会」へ発展的に衣替えを実施。

○地域内外の企業や団体、行政等が一体となり、脱炭素に関するモデルプロジェク
トの創出・横展開や、会員企業への多面的な支援を実施。

①企業間連携の促進 ②ワーキンググループ活動

③プロジェクトの推進 ④情報発信・セミナー

ニーズ・シーズのマッチング
会員同士の交流の場の創出

プロジェクト創出に向けた協議
GXに向けた地域ビジョンの検討等

プロジェクトの実証・実装
プロジェクトの横展開等

国・有識者等からの情報提供
企業の先進的取組み紹介など
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キックオフフォーラム
○「カーボンニュートラル推進協議会」のキックオフとして「キックオフフォーラ
ム」を令和5年9月12日に開催。

○スマートシティ推進協議会から引き続き顧問を務めていただく柏木孝夫教授や、
「浜松市脱炭素化地域アドバイザー」に就任した中井徳太郎前環境省事務次官か
ら講演。

内容
①主催者挨拶
浜松市長 中野祐介

②【特別講演】
「水素基本戦略」の改定について
浜松市カーボンニュートラル推進協議会
顧問 柏木孝夫氏（東京工業大学 名誉教授）

③【基調講演】
「地域脱炭素による地方創生」
前環境省事務次官 中井徳太郎氏

④【パネルディスカッション】
「官民連携による浜松地域のGX実現に向けて」
（パネリスト） 柏木孝夫氏

中井徳太郎氏
松本利昭氏（スズキ㈱ 操業管理部長）

（パネリスト） 中野祐介（浜松市長）
（コーディネーター）浜松市カーボンニュートラル推進協議会 運営委員長 小田拓也氏

（北九州市立大学 環境技術研究所 教授）
⑤協議会の刷新、今後の運営方針について
協議会事務局（浜松市）

パネルディスカッションの様子
左から小田運営委員長、柏木顧問、
中井前事務次官、松本部長、中野市長
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協議会会員団体
○地域内外の97団体が参画（令和5年12月20日時点）
1 アークエルテクノロジーズ㈱
2 ㈱IHI 中部支社浜松オフィス
3 ㈱アイゼン
4 ㈱アオイ
5 ㈱アスカ
6 ㈱アツミテック
7 AMITE㈱
8 アンヴァール㈱
9 ㈱イクト
10 池戸電気㈱
11 ㈱一条工務店 都市開発事業部
12 引佐町森林組合
13 INFLUX OFFSHORE WIND POWER HD㈱
14 ㈱植松鈴木組
15 ㈱エクセル
16 エネジン㈱
17 遠州信用金庫
18 遠州鉄道㈱
19 ㈱応用技術研究所
20 OMソーラー㈱
21 大塚製薬㈱ 名古屋支店 浜松出張所
22 ㈱河合建築事務所
23 特定非営利活動法人 がんばらまいか佐久間
24 ㈱キャタラー
25 共和レザー㈱
26 ㈱建設技術研究所
27 サーラエナジー㈱
28 ㈱サーラコーポレーション
29 ㈱三共
30 JFEエンジニアリング㈱ 静岡支店
31 ㈱静岡銀行

32 静岡県

33 静岡県地球温暖化防止活動推進センター（特定非営利活動法人アースライフネットワーク）
34 静岡文化芸術大学
35 静岡理工科大学
36 (一財)しんきん経済研究所
37 スズキ㈱
38 ㈱鈴木組
39 ㈱鈴三材木店
40 鈴与商事㈱ 浜松支店
41 スプリントコーポレーション
42 須山建設㈱
43 大同興業㈱
44 ㈱太洋サービス
45 大和リース㈱ 民間活力研究所
46 中部電力パワーグリッド㈱ 浜松支社
47 THKリズム㈱
48 電源開発㈱ 再生可能エネルギー事業戦略部
49 東亜道路工業㈱
50 東急建設㈱浜松営業所
51 東京海上日動火災保険㈱
52 ㈱東芝 中部法人営業部
53 ㈱TOKAI
54 常盤工業㈱
55 ㈱豊橋バイオマスソリューションズ
56 ㈱中村組
57 中村建設㈱ 建築本部
58 西松建設㈱
59 日管㈱
60 新田建築設計室 一級建築士事務所
61 日本ケイカル㈱
62 日本形染㈱
63 ㈱パスコ 静岡支店

64 ㈱パナソニックシステムネットワークス開発研究所
65 ㈱浜名ワークス
66 浜松いわた信用金庫
67 浜松ケーブルテレビ㈱
68 ㈱浜松新電力
69 (公財)浜松地域イノベーション推進機構
70 浜松熱供給㈱
71 日立造船㈱ 中部支社
72 不二総合コンサルタント㈱
73 ㈱フジヤマ
74 古野電気㈱
75 ヘルツ電子㈱
76 本田技研工業㈱トランスミッション製造部
77 (同)ＭＹラボラトリーズ
78 前田道路㈱ 浜松合材工場
79 ㈱丸源竹内組
80 ㈱丸武部品
81 丸紅㈱ 浜松支店
82 ㈱三菱UFJ銀行
83 村松精機㈱
84 明治電気工業㈱ エンジニアリング事業本部
85 矢崎エナジーシステム㈱ 環境システム事業部
86 山﨑マシーナリー㈱
87 ㈱ユニオンパーツ工業
88 ㈱ユニバンス
89 ㈱リコー 環境・エネルギー事業センター
90 ㈱林工組

他7社
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アンケート結果概要①（脱炭素化の取組み状況、ニーズ）
○アンケート発送先76団体中、33団体（43%）から回答があった。
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選択肢

【a】運用改善、節電節エネ

【b】高効率空調・LED等

【c】製造現場省エネ

【d】生産設備省エネ化

【e】ZEB化

【f】電化・ガス化

【g】CO2フリー電気・ガス

【h】太陽光発電

【i】社用車電動化

【j】その他

○脱炭素化の取組み状況

○脱炭素化に向けて必要なサービス・技術、マッチング要望

以下の取り組みを行っている団体が多かった。
【a】運用改善、節電・節エネルギー（23団体）
【b】高効率空調やLED照明等、建物付帯設備の省エネ化（20団体）
【h】太陽光発電設備設置等による電力の自家消費化（15団体）

以下の取組みへのニーズが高かった。
【h】太陽光発電設備設置等による電力の自家消費化（13団体）
【b】高効率空調やLED照明等、建物付帯設備の省エネ化（9団体）
【i】社用車の電動化（EV・PHV・FCV）（8団体）
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アンケート結果概要②（新規事業）
○協議会での新規事業アイデアとしては、カーボンニュートラルに関する勉強会が
最多。情報収集や企業間交流を希望する団体が多かった。

○次いで、 EVや蓄電池を活用したVPP・エネルギーマネジメント（9団体）、地域
と共生した太陽光発電の推進及び地域内活用（8団体）と続いた。
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【テーマ案】
A) 地域と共生した太陽光発電の推進及び地域内活用 8団体
B) 休業日等に余剰する太陽光発電電力の地域内融通 6団体
C) EVや蓄電池を活用したVPP・エネルギーマネジメント 9団体
D) 地域マイクログリッド構築（自営線又は既存系統活用） 7団体
E) 水素・アンモニア利活用の検討 7団体
F) 未利用バイオマスのエネルギー利用 5団体
G) 工場等からの排ガスや排熱回収・活用 3団体
H) クレジット（環境価値）の創出・域内循環 6団体
I) EVの再利用バッテリーの有効活用 3団体
J) カーボンニュートラルに関する勉強会 14団体
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アンケート結果概要③（イベント開催要望）
○イベントの内容については、先進的取組み企業からの発表及び交流会（ニーズ・
シーズのマッチング）の希望が最多。（17団体）

○次いで、セミナー（再生可能エネルギー関係）14団体、セミナー（脱炭素に関す
る国の動向等）12団体、セミナー（先進技術（水素・アンモニア、ペロブスカイ
ト太陽電池等））12団体と続いた。
【1a】セミナー（脱炭素に関する国の動向等）12団体
【1b】セミナー（省エネルギー関係）5団体
【1c】セミナー（再生可能エネルギー関係）14件
【1d】セミナー（先進技術（水素・アンモニア、ペロブスカイト太陽電池等））12団体
【1e】セミナー（その他）2団体
【2】先進的取組み企業からの発表及び交流会（ニーズ・シーズのマッチング）17団体
【3】脱炭素に関する相談事業・専門家派遣 4団体
【4】その他 3団体
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今後の活動案（交流会開催）
○アンケートにおいて、協議会活動として、企業間交流の場や他社の取組み等を勉
強する場の要望が多かったことから、協議会企業各社から、自社の概要・脱炭素
のニーズ・シーズ等を紹介する機会を設け、会員企業同士のネットワーク構築や
ニーズ・シーズマッチングにつなげる。

（１）日程
令和6年2月から3月にかけて計3回開催（各2時間程度）
① 2月14日（水）
② 2月19日（月）
③ 3月1日（金）

（２）場所
ＦＵＳＥ
（浜松市中区鍛治町100-1
ザザシティ浜松中央館 地下１階）

（３）内容
① あいさつ
② 趣旨説明（事務局）
③ 発表・質問
発表企業 約１５社／日（各社 約４分）
パワポ２枚程度（既存資料可）で会社紹介
入会動機、脱炭素関連のシーズ・ニーズ等を発表
④ 総評
小田拓也 運営委員長 ※2/19日（月）のみ参加予定
⑤ 各企業ブースにて自由に名刺交換・意見交換

ＦＵＳＥホームページより
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運営委員会
○協議会活動の協議を行うため、運営委員会を設置。
（会長 浜松市長、顧問 柏木孝夫 東京工業大学名誉教授、
運営委員長 小田拓也 北九州市立大学 環境技術研究所教授）

○環境省関東地方関東事務所、遠州信用金庫、 ㈱浜松新電力、(公財)浜松地域イノ
ベーション推進機構を追加

◎令和５年度 運営委員会（※敬称略）

役職 所属 役職 氏名
運営委員 環境省 関東地方環境事務所 地域脱炭素創生室長 増田 大美
運営委員 遠州信用金庫 常務理事 井上 勝
運営委員 ㈱浜松新電力 事業部長 北村 武之
運営委員 (公財)浜松地域イノベーション推進機構 専務理事 江馬 正信

◎追加メンバー

役職 所属 役職 氏名
会長 浜松市 市長 中野 祐介
顧問 国立大学法人 東京工業大学 名誉教授 柏木 孝夫

【運営委員会】
役職 所属 役職 氏名

運営委員長 公立大学法人 北九州市立大学 環境技術研究所 教授 小田 拓也

運営委員 経済産業省 関東経済産業局 資源エネルギー環境部 ｶｰﾎﾞﾝﾆｭｰﾄﾗﾙ
推進課長 吉田 誠

運営委員 浜松商工会議所 産業振興部長 伊藤 規晃
運営委員 中部電力パワーグリッド㈱ 浜松支社長 田中 知訓
運営委員 サーラエナジー㈱ 浜松支社長 岡本 三男
運営委員 ㈱静岡銀行 西部カンパニー 地域共創戦略担当部長 名倉 秀樹
運営委員 浜松磐田信用金庫 営業統括部長 水谷 尚義
運営委員 浜松市カーボンニュートラル推進事業本部 本部長 袴田 智久



●ＧＸ実現に向けてＤＸは不可欠

〒430-8652 浜松市中区元城町103-2
TEL:053-457-2503    FAX:050-3730-8104
E-mail: challenge-smart@city.hamamatsu.shizuoka.jp

浜松市カーボンニュートラル推進協議会 事務局
（浜松市カーボンニュートラル推進事業本部）

●浜松市カーボンニュートラル推進協議会への入会募集中 

浜松市 カーボンニュートラル 検 索

https://www.city.hamamatsu.shizuoka.jp/
shin-ene/new_ene/kyougikai/home.html

浜松市ホームページに掲載の参加申込書に
必要事項を記入のうえ、事務局までメール
にてご提出ください。

無料
※入会金・年会費ともに無料です
（一部協議会の活動について、参
加負担金をいただく場合あり）

会 費 申 込 方 法

エネルギー使用量・温室効果ガス排出量の見える化、エネルギーマネジメントなど
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「浜松モデル」によるGHG排出量データの連係

○㈱静岡銀行が地域企業に無償又は安
価で提供している温室効果ガス排出
量算定サービス「しずおかGXサ
ポート」について、浜松いわた信用
金庫においても 2024年1月より無
償又は安価で提供予定。

○両金融機関を通して算定した地域企
業の温室効果ガス排出量データを、
浜松市と連係することで、地域企業
に対する脱炭素支援施策の企画立案、
推進に活用。

○自治体と複数の地域金融機関が、同
じツールを用いて、地域企業の温室
効果ガス排出量データを共有するこ
の「浜松モデル」は、全国的にも類
を見ない取組み。

データ連係のイメージ図






























